
 

 

 望ましい集団活動の活性化と自主的・実践的な態度を育てる特別活動の在り方  

日立市立大久保小学校 

 

１ はじめに 

 本校は，今年で創立１４８年目を迎える，歴史と伝統ある学校です。現在，４７２名の児童が明る

く元気いっぱいに生活しています。児童会のアイディアから生まれたスクールキャラクターの「大久

保ミミップ」を中心に，児童主体の児童会活動を行っています。 

 

２ 資料 

 (1) １年生をむかえる会 

感染症対策のため，体育館に集まる形は避け，１年生の教室

で１年生をむかえる会を行いました。児童のアイディアを元

に，スクールキャラクターのミミップが学校の紹介をしたり，

ペープサートで歓迎の言葉を伝えたりました。嬉しそうな１

年生の笑顔と，誇らしげな運営委員の顔が印象的でした。 

 

(2) 代表委員会（運動会スローガン決め） 

本年度は，各学年ブロックごとに分かれた「ミニ運動会」となりま

した。「分散開催となっても，全校で同じ目標に向けてがんばりたい」

という運営委員の願いを全校で共有し，運動会スローガンを作成し

ました。まず，各学級でどんな運動会にしたいかを話し合い，スロー

ガン案を作成しました。その後，代表委員会を開催し，投票により，

全校統一のスローガンを決定しました。 

 

(3) ICT を活用した人権集会 

 「人権集会の中で，SDGs について考える機会を設けたい」と

いう運営委員の思いを生かして，人権集会の計画を立てました。

タブレットを活用し，全国の実践例を検索したり，KJ 法を用い

てアイディアを出し合ったりし

ました。また，感染症対策のた

め，テレビ会議システムを用い

たリモート型の集会とし，運営

委員が全校に向け配信します。

さらに，SDGs クイズでは，児童が作成したパワーポイントと画面共有

し，全校が参加できる形を考えています。 

 

３ 成果と課題 

感染症対策の中，できることを考え，児童のアイディアを生かした主体的な活動を行うことができ

ました。また，今年度は，昨年度の反省を元に，代表委員会など，委員会同士のつながりを意識した

活動を行うことができました。さらに，昨年度以上に特別活動における ICT の活用ができたことも成

果と考えています。来年度は，運営委員会での実践を元に，他の委員会活動や学級活動における ICT

の活用方法も考え，広げていきたいと思います。 


